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令和８年度第２回大学運営連絡会議事要旨 

 

日 時  令和８年６月１６日（火）１０時３０分～１１時２５分 

場 所  Ｗｅｂ会議 

出席者  学長、大島理事、鯉川理事、青木理事、野口理事、田中理事・事務

局長、大川内監事、坂本副学長、羽石経済学部長、副島医学部長、

今井教育学部長、中村芸術地域デザイン学部長、佐藤理工学部長、

花田附属図書館長、中村教育開発推進センター長 

欠席者  西郡副学長、鈴木農学部長、後藤生物資源教育研究センター長 

陪席者  德田学長補佐、田中学長補佐、山田学長補佐、山津学長補佐、辻田

学長補佐 

 

 

〇議事に先立ち、学長から、令和８年度第１回大学運営連絡会議事要旨につい

て確認依頼後、修正意見はなかったため、確定した旨報告があった。 

 

【 報告・連絡事項 】 

（１）令和８年度ミッション実現戦略分（学内取組）の予算配分について 

    前田財務部長から、「第４期中期目標期間におけるミッション実現戦

略分の配分方針」に基づき、学内取組等のうち社会的インパクト創出が

期待できる事項８件について評価を行い、総額１億円とし、前年度配分

額から一律２０％減として配分する旨、また、学内体制整備費（社会的

インパクト創出に関する支援体制強化）については、前年度から１千万

円減の２千万円を確保している旨の説明があった。さらに、令和８年度

から第５期に向けた支援を新設しており、当該削減分を同支援に投入す

る予定である旨の説明があった。 

 

（２）令和７年度監事監査報告に対する改善等措置について 

    牟田口総務課長から、本件に関する監事からの指摘事項に対する改善

状況等について、各担当部署において、学長、担当理事等と協議いただ

いた旨の報告があった。また、本件は役員会で審議した後、学長から監

事へ回答する旨の報告があった。 

 

（３）大学間学術交流協定終結について：パシフィック大学（アメリカ） 

    坂本国際交流推進センター長から、先方からの要望により、パシフィ

ック大学との大学間学術交流協定を終結する旨の報告があった。 

 

（４）留学生の受入れに際して必要な対応に関する方針について 

    坂本副学長から、留学生の所在不明事案の発生及び文部科学省通知を

踏まえ、在籍管理の厳格化と受入れ体制見直しの必要性について説明が
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あった。併せて、留学生区分ごとの受入れ責任の明確化、月次での所在

確認や未確認者への対応を含む在籍管理体制の強化、システム導入によ

る効率化、並びに特別聴講学生（SPACE プログラム等）を中心とした受

入れ強化及び教員・部局への支援・インセンティブ付与等の方針につい

て説明があった。 

 

（５）令和７年度就職等状況について（令和８年５月１日現在） 

    角田キャリア支援部門長から、令和７年度卒業・修了生就職等状況の

就職率及び前年度との比較等の報告があった。 

 

（６）ＩＲデータに基づく学内活動モニタリング 

    田中ＩＲ室長から、指摘事項１件として以下の報告等があった。 

    ・大学院研究指導実施報告書の入力率について、前学期分については

５月末を入力期限としているが、いずれの研究科においても１００％

に達していない状況である。 

    また、気づき事項３件として以下の報告等があった。 

    ・令和７年度派遣留学生数について、合計２３６名となっており、コ

ロナ禍前と同水準まで回復している状況である。 

    ・令和８年度前学期の休校及び代替措置報告一覧について、教養教育

の５月分の休校数は２８件と集中している状況であり、特定の教員に

よるものではなく、複数の教員によるものである状況となっている。 

    ・令和７年度の光熱水等使用量実績について、全体の使用量は前年度

と比較して１．９％減少しており、その主な要因として、使用割合の

大きい電気・ガスにおいて医学部及び附属病院の使用量が大きく減少

したことが影響している。 

 

（７）その他 

    特になし 

以 上 


